
レギュレータ透過型トラヒックの多重化特性  

中村  究，塩田 茂雄（千葉大学）  

複数のトラフィックフローを入力とする先着順単一  

サーバ待ち行列を考察する．各トラフィックフローは，  

トークンバケットのようなレギュレータに対して透過  

的であり，従って任意時刻までの総トラヒッタ量には  

確定的な上限（これをsubadditiveenvelopeと呼ぶ）  

が存在する．このような待ち行列に対し，定常性，独  

立性のみを仮定することで，Subadditiveenvelopeの  

情報に基づいて，仮待ち時間の補分布のboundが導  

出できることを示す．さらに，導出した仮待ち時間の  

補分布のboundを用いて，レギュレータ透過型トラ  

ヒッタフローの多重化特性を調べる．その結果，マル  

コフ性を有するトラヒッタフローや長時間相関性を有  

するトラヒッタフローに比べて，レギュレータ透過型  

トラヒックフローは多重化特性に優れる（より大きな  

統計多重効果が得られる）ことを明らかにする．  

対称WDMリング網における動的波長パス設  

定法の性能解析  

橘  拓至，笠原 正治  
（奈良先端科学技術大学院大学）  

本論文では，1本の波長中に複数のラベルスイッチ  

パスを設定できる動的波長パス設定法について検討す  

る．本手法では各ノードの編棒状態に応じて波長パス  

が設定され，波長パス保持期間が経過すると解放され  

る．対称WDMリング網における本手法の性能評佃  

として，低負荷および高負荷トラヒッタの場合に着目  

した二つの待ち行列モデルを考える．具体的には，低  

負荷トラヒッタモデルでは連続時間マルコフ連鎖によ  

って定式化を行い’，高負荷トラヒッタモデルではM／  

G／1とM／G／c／cによるモデル化を行う．両モデルに  

おいて，性能評価量としてコネクション棄却率および  

波長利用率を導出する．数値例において性能解析の有  

効性を示し，効率的な波長パス設定を実現する波長パ  

ス保持期間を導出する．  
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査読者へのお礼   

今年度のOR誌の論文・研究レポート，論文・事  

例研究の査読を次の方々にお願いいたしました．   

ご協力いただきましてありがとうございました．  

この場を借りて厚くお礼を申し上げます．  

（機関誌編集委員会）  
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羽要直  （敬称略）  
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